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 複素環化合物は多くの医薬品に含まれる構成単位であり、これらの誘導体合成法の研究は医薬

品の開発において有益であるといえる。よって、複素環化合物誘導体の合成法は以前から活発に

行われていた。これまでの合成法では遷移金属触媒が精力的に研究されてきたが、近年有機触媒

を用いる反応が注目されている。当研究室ではフォスファゼン塩基の１つである t-Bu-P4 塩基

1) が有機ケイ素化合物を触媒的に活性化し、種々の求電子剤と反応することを報告している 2) 。
そこで、筆者らは複素環 N オキシドを求電子剤とし、種々の有機ケイ素化合物を、t-Bu-P4 塩基

触媒下で反応させることで、複素環化合物誘導体の合成が達成されるものと考え、本研究を行う

こととした。 
 イソキノリン N オキシドと 1.8 当量の 2−トリメチルシリルベンゾチアゾールを 20 mol%の

t-Bu-P4 塩基触媒下、反応時間 17 時間、種々の溶媒中にて反応を行った。その結果、シクロペン

チルメチルエーテルを用いた場合に 79 %と最も高い収率で目的とする 1−(２−ベンゾチアゾリ

ル)イソキノリンが得られた。現在、更なる反応条件の最適化と基質の適用範囲について検討を

行っている。 
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